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　ミニ特集　特許情報×AI

人工知能（AI）技術の発展は、審査業務の高度化・効

率化に資する可能性を秘めており、商標審査分野におい

ても、より効率的かつ品質の高い審査を実現すべく、審

査の一部にAI 技術を導入する取組みを進めている。

その一環として、特許庁では、先行図形商標の検索に

おいて、画像認識技術を利用した図形商標検索システム

（イメージサーチツール）をアジャイル開発方式にて開

発し、審査において試用しているが、当該イメージサー

チツールは、一部の精度において課題があった。

そこで、特許庁では、当該イメージサーチツールの精

度向上を目指し、特許庁として初となる機械学習コンペ

ティション「AI ×商標：イメージサーチコンペティショ

ン（以下「本コンペ」という。）」を開催した。

本コンペのイメージは、以下の図1のとおりである。

本稿では、本コンペを開催するに至った背景、本コン

ペの概要、本コンペ開催に当たっての課題、本コンペの

成果等について言及する。

なお、本稿は個人の見解を示したものであり、特許庁

や経済産業省の見解を表明するものではない。

はじめに1

本コンペ開催の背景として、従来から使用している図

形分類を利用した検索システムの概要とその課題、イメー

ジサーチツールの概要とその課題について説明する。

（1）図形分類を利用した検索
特許庁では、先行図形商標の検索において、商標の図

形要素の分類として国際的に広く採用されているウィー

ン分類を基に、独自に図形分類を作成し、それらの分類

を基準に検索を実施する、図形検索システムをメインで

図 1

本コンペを開催するに至った背景2

「AI×商標：イメージサーチコンペティション」
の概要とその成果について
　

榊　亜耶人

綿貫　音哉

特許庁　審査業務部一般役務

特許庁　審査業務部商標課商標審査機械化企画調整室

Outline and results of the AI x Trademark: Image Search Competition

平成24年入庁。令和2年から令和4年まで商標審査推進室にて商標審査の効率化や商標審査におけるAI 技術の導
入を担当。令和4年4月より現職。

平成21年入庁。審査業務課法条約担当、審査業務部機械を経た後、令和2年10月より現職。
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利用している。

この図形分類を利用した検索は、出願された図形商標

に対して人手で図形分類を付与し、付与された分類を基

に検索式を作成して検索を行い、類似する図形商標の絞

り込み調査を行う。

図形分類による検索は、ある商標に付与されている図

形分類と同じ分類が付与された先行図形商標を漏れなく

検索できるメリットがあるが、一つの商標にはその特徴

に応じて複数の図形分類が付与されるため、検索結果と

して抽出される商標が莫大な数となり、結果多くのノイ

ズが生じうるデメリットがある。

また、この検索手法は、出願商標に付与された図形分

類を有しない先行商標は検索結果として抽出されず、こ

の検索手法のみだと、付与された図形分類が異なる類似

商標が、審査官の目に触れない可能性がある。

（2）イメージサーチツールの導入
上記のとおり、図形分類のみに基づく検索手法は一

部課題があったため、特許庁では、図形の全体的な特

徴を機械的に抽出し、それを基に検索を実施する、イ

メージサーチツールを開発し、審査の支援ツールとして、

2019年から試験的に利用している。

イメージサーチツールの導入により、極めて簡素では

あるものの、検索ノイズを極力排除した検索結果の参照

が可能となり、かつ、先述の図形分類による検索で検出

困難であった事例も、一部検出可能となった。

そのため、イメージサーチツールは、審査品質の向上

に寄与するものといえる。

（3）イメージサーチツールの課題
イメージサーチツールは、同一又は酷似の図形商標の

検索は、比較的高精度で可能である一方で、以下の図2

のとおり、図形と文字等を組み合わせた結合商標におけ

る、商標の部分的な一致に係る検索の精度に課題があっ

た。

また、色彩の濃淡に差異がある場合、図形の向きが異

なる場合も同様に、抽出が難しい事例が存在した。

（4）機械学習コンペティションの導入
イメージサーチツールについては、上記の課題につい

ての精度についての向上が求められていたが、大規模な

システム開発を行うためには開発コストがかかる。

また、内製開発を進めるためには、AI 技術、特に画

像認識技術に特化した人材を確保しなければならない

が、優秀なAI 専門家は常に人材不足の状態であった。

そのため、イメージサーチツールを導入した2019

年以降は、根幹となる検索エンジンについて、大規模な

改修はできずにいた。

他方、精度向上の方法についての模索は続けており、

その一環として、AI 技術について知見を有する企業と

の意見交換を行った際、機械学習コンペティションとい

う枠組みを知ることができた。

そして、調査の結果、事業全体の仕様設計やモデルの

実装調整は困難ではあるもの、機械学習コンペティショ

ンの活用により、イメージサーチツールの精度が向上す

る見込みが高いことが判明した。

併せて、実務利用しているシステムへのモデルの実装

を想定した機械学習コンペティションは極めて珍しく、
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特許庁にとって新しい取り組みにチャレンジすること

は、検証の意味でも有益であると考えられたため、本コ

ンペを開催する運びとなった。

本コンペにおいて、特許庁が参加者に提供したデータ

とその役割、入賞者選考方法、結果の概要について説明

する。

（1）提供データの概要
特許庁が参加者に提供したデータは、審査官が実際に

審査で用いるデータを基に作成している。

データは、学習用データ、評価用データ、全図形商標

データに大別される。

①学習用データ

本コンペ参加者が機械学習に使用するデータが学習用

データである。

学習用データは、出願商標と引用商標が1つずつの

ペアとなっている。

商標登録出願され、審査の対象となる商標が「出願商

標」、審査官が出願商標と類似すると判断する可能性の

高い商標が「引用商標」である。

また、学習用データの数は2,311ペアである。

本コンペ参加者は、学習用データを用いることにより、

商標審査における「類似」を機械学習する。よって、学

習用データは本コンペの結果を大きく左右するデータと

いえる。

また、審査で使用するツールへの実装を考えれば、学

習用データは実務に即したデータにする必要がある。

これらのことから、学習用データは、過去の審査例の

中から審査官が目視で選定した。

②評価用データ

本コンペの検索精度を評価するために用いるデータが

評価用データである。

データ自体は、学習用データと同様、出願商標と引用

商標のペアからなるものの、参加者には、出願商標に該

当するデータのみ配布する。

本コンペ参加者は、出願商標をクエリ（検索対象商標）

として、後述する全図形商標データの中から正解となる

引用商標（正解データ）を検索する。例えるならば、出

本コンペの概要3

願商標が試験問題で、引用商標がその解答という関係に

ある。

つまり、参加者に出願商標に該当するデータのみ配布

するのは、解答（引用商標）を共有してしまっては、試

験にならないためである。

なお、評価用データの数は、1,542件ペアである。

学習用データと同じく、評価用データも本コンペの結

果を大きく左右するデータであるため、審査官が目視で

選定した。

③全図形商標データ

本コンペ参加者が検索を行った際、類似商標を探し出

してくる対象となるデータが全図形商標データである。

特許庁に出願・登録された図形要素を含む商標を用い

ており、約80万件の商標データとなっている。

この中に、評価用データの正解データが含まれている。

（2）入賞者選考方法
本コンペでは、以下のとおり、入賞候補者を選出後、

モデルの検証を行った上で、審査委員会を開催し、最終

的な入賞者を決定した。

①入賞候補者の選出

検索結果上位20件以内に、問題に対する解答が含ま

れているかという指標を基準に、入賞候補者の選出を実

施した。

問題の数は、上述の評価用データに準ずるので、

1,542問である。

採点は、人手で実施するのは不可能に近いので、評価

関数を用い、システム側で自動算出する。

②予測モデルの検証

入賞候補者の決定後は、候補者から予測モデルを入手

し、利用しているツール等が本コンペのルールに従って

いるか、指定した環境下で、スコア等が再現できるかと

いった点について、検証を実施した。

③審査委員会の開催

予測モデルの検証が終了した後、審査委員会を開催し、

最終的な入賞者3名を決定した。

同委員会を構成する委員は、機械学習又はデータ分析

に関して専門知識を有し、当該分野において優れた功績

を有する者3名である。

同委員会では、入賞候補者の予測モデルのソースコー

ドについて、機能的なエラーの有無や実装に適した汎用
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的な記載になっているか等の専門的観点からの検証と、

委託事業者により実施された予測モデルの検証が公正に

実施されたか等の公正性の観点からの検証を行った。

（3）本コンペの参加者と入賞者
本コンペは、参加者数637、投稿件数1,453 とい

う結果であった。

また、本コンペの入賞者は、以下のとおりである。

第1位：ヤフー株式会社：tmsbir チーム

第2位：穴井晃太氏

第3位：NRI デジタル株式会社：チームTDX

本コンペにおける検討課題は、大別して以下の3点

である。

（1）提供データの準備
本コンペを開催するに当たっては、提供データの準備

が課題であった。

本コンペでは、審査官が過去に類似と判断した審査例

を基に提供データを用意したが、実際の審査例は、見た

目の類似性以外の理由で類似商標と判断された事例も含

んでいる。

そこで、本コンペを開催するに先立ち、過去の審査例

の中から、見た目の類似性の高い商標を目視で選定し、

それらのペアを、学習用データ・評価用データとして提

供した。

本コンペ参加者は、学習用データを機械学習に利用す

ることで、予測モデルの精度を向上させ、かつ、評価用

データは、問題とその答え合わせに用いられる。

そのため、学習用データ・評価用データの品質は、予

測モデルの精度に直結するものであり、イメージサーチ

ツールの精度向上のための鍵といえる。

（2）多数の応募者の獲得
多くのデータサイエンティストが本コンペに参加する

ことで、精度の高い予測モデルが作成される可能性が上

がる。

他方、本コンペは特許庁として初の取組みであったた

め、データサイエンティストにおける本コンペの認知度

本コンペ開催に当たって検討した課題4

を向上させ、多数の応募者を獲得することが課題であっ

た。

この点、本コンペ開催に先立つ2021年 9月、デジ

タル庁が発足し、2021年 10月 10日及び 11日を

「2021年デジタルの日」と定め、デジタル関連の技術

又はサービスを利用した祝祭を実施する日としていた。

そこで、本コンペの開催告知を「デジタルの日」に合

わせて行う等、デジタル庁とのコラボレーションを実施

し、その広告力もお借りすることで、本コンペの認知度

向上を目指した。

（3）本コンペで得られたモデルの実装
本コンペで得られたモデルは、特許庁の商標アジャイ

ルシステムに実装する想定で検討を進めていたが、その

ためには、受入先であるシステム側との連携が重要とな

る。

そのため、本コンペ開催前には、提出モデルの動作環

境を、特許庁側の動作環境と合わせるよう設定した。

また、モデル搭載後の運用・保守の費用負担を最小限

とするため、本コンペにおけるモデル作成に利用できる

ソフトウェアは、オープンかつ無料なソフトウェアのみ

とした。

さらに、本コンペ開催前、開催期間中及び開催後の実

装段階を通して、庁内のアジャイルシステム開発担当者、

本コンペ運営事業者、我々担当者を中心に、週一程度を

目処に、綿密な打合せを実施することで、円滑な実装を

目指した。

本コンペにおける成果としては、以下の3点が挙げ

られる。

（1）イメージサーチツールの精度向上
本コンペの評価用データの中から100件程度サンプ

ルを抽出し、本コンペの入賞モデルの最終スコアと、イ

メージサーチツールとを比較した。

その結果、イメージサーチツールは、上位20位以内

に正解データが表示される割合が約28%であったが、

本コンペの入賞モデルの最終スコアは、評価用データに

対して上位20位以内に正解データが表示される割合が

本コンペの成果5



38

　ミニ特集　特許情報×AI

約73%であった。

両者は、サンプル比較の結果ではあるが、その精度の

差は2倍以上となっている。

そのため、本コンペは、イメージサーチツールの精度

向上に、大きく寄与したといえる。

（2）機械学習コンペティションの有効性確認
本コンペの成果物の一部は、現状、特許庁の商標アジャ

イルシステムへの仮実装が完了し、審査官へ試行提供中

である。

また、試行利用段階ではあるものの、審査への有効性

が確認できた事例も存在する。

上記により、機械学習コンペティションで作成された

モデルは、実務利用しているシステムへの実装が可能で

あることと、機械学習コンペティションの成果物は、実

務課題の解決に有効となり得ることが、本コンペの取り

組みにより明らかになったといえる。

（3）イノベーションの促進
機械学習コンペティションの特徴は、政府や企業が特

定の課題に関連したデータを公開し、広く一般に課題解

決のための予測モデル等の開発を募る点にある。

これにより、個人で活動するデータサイエンティスト

が、機械学習コンペティションを通じて政府や企業にお

けるシステム開発に参画する機会となる。

本コンペにおいては、600者を超える参加者が参加

し、かつ、参加者からも、「本コンペで培ったスキルを

自社での業務に役立てたい」、「画像認識が専門ではない

が、本コンペで画像認識分野のスキルを身につけたい」

といった声が寄せられた。

上記により、本コンペの開催は、画像認識分野におけ

るイノベーションの促進に資する成果があったと考える。

本コンペは、特許庁として初めての企画ではあったも

のの、上述の成果を得ることができた。

この一番の要因は、何よりも、本コンペ実施にあたり

お世話になった皆様のお力添えが大きかったと考える。

具体的には、本コンペ開催にあたっては、コンペ

の設計・運営等、多岐に渡る業務をご対応いただいた

おわりに6

Nishika 株式会社の皆様をはじめ、多くの企業の皆様に

ご尽力いただいた。

また、本コンペ事業の仕様検討や広告、成果物の実装

調整にあたっては、特許庁総務部総務課情報技術統括室

の皆様をはじめ、庁内及び庁外の多岐にわたる部署の皆

様にご協力いただいた。

併せて、本コンペ開催期間中は、多くの方がコンペに

参加し企画を盛り上げてくださるとともに、素晴らしい

モデルを数多く提出いただいた。

上述の皆様には、この場を借りて、心から感謝を申し

上げたい。

本コンペで誕生した成果物は、現状、一部を審査官に

試行提供している段階にあるが、その精度が高くなると

ともに、商標審査の品質向上に寄与する度合いも高まる

と考える。

その審査の品質向上が、商標制度を利用される皆様の

満足度の向上へとつながることを、本コンペに携わった

一担当者として、心から願っている。
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3．	Nishika 株式会社「AI ×商標：イメージサーチコ

ンペティション（類似商標画像の検出）」（https://

www.n ish ika .com/compet i t ions/22/

summary）

https://www.meti.go.jp/press/2021/03/20220314001/20220314001.html
https://www.meti.go.jp/press/2021/03/20220314001/20220314001.html
https://www.meti.go.jp/press/2021/03/20220314001/20220314001.html
https://www.nishika.com/competitions/22/summary
https://www.nishika.com/competitions/22/summary
https://www.nishika.com/competitions/22/summary
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